
Information

　
　

外
国
人
講
師
を
囲
ん
で
、
初
級

レ
ベ
ル
の
英
会
話
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

第
２
・
第
４
木
曜
日

　　　　　　　

19
時
30
分
〜
21
時

■
場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　
４
階　

学
習
室

■
費
用

　　
１
回 　   １
，０
０
０
円（
月
２
回
）

■
問
い
合
わ
せ　

三
村

　　


0
9
0
ー
7
5
7
7
ー
6
8
2
7

　　

セ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
風
を
受
け
て

海
の
上
を
気
持
ち
よ
く
走
ろ
う
！

安
定
性
が
良
く
初
心
者
で
も
楽
し

め
る
操
作
の
簡
単
な
ヨ
ッ
ト
で
す
。

■
日
時　
６
月
22
日（
日
）

　
・　
午
前
の
部
…
９
時
30
分
〜
12
時

　
・　
午
後
の
部
…
13
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

香
南
市
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー（
シ
ー
ス
ポ
）

■
定
員　

各
部
10
人

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

■
参
加
費　
１
人　
２
，０
０
０
円（
香

南
市
民
は
１
，０
０
０
円
）

■
持
ち
物　

濡
れ
て
も
よ
い
服
、着

替
え
、帽
子
、日
焼
け
止
め

■
問
い
合
わ
せ

　　
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
海
の
駅
ク
ラ
ブ

　　


57
ー
1
8
5
5

　　

仕
事
を
お
探
し
の
方
が
効
果
的

な
求
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、就

職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）が
個
別
に
相
談

を
受
け
ま
す
。相
談
無
料
。

■
相
談
内
容

①
求
職
支
援

　
（
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き

方
、面
接
指
導
等
に
つ
い
て
）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
方
法

　
（
求
人
票
の
見
方
等
に
つ
い
て
）

③
企
業
体
験
講
習
・
し
ご
と
体
験

　　

講
習
と
は
ど
ん
な
も
の
？

④
能
力
開
発
の
た
め
の
相
談

　
（
職
業
訓
練
制
度
等
に
つ
い
て
） 

⑤
直
近
の
求
人
情
報
の
提
供

■
日
時　
７
月
18
日（
金
）

　　　　　　　

10
時
30
分
〜
16
時

■
場
所

　　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
３
階

第
１
会
議
室

※
雇
用
保
険
の
受
給
者
は
、当
日
、雇
用
保

険
受
給
者
証
と
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
経
営
者
協
会
就
職
支
援
室

　　


0
8
8
ー
8
7
1
ー
0
9
8
7

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
　

被
保
険
者
（
従
業
員
）の
採
用
・

退
職
・
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
従
業
員
を
採
用
し
た
と
き

　
　
『
被
保
険
者
資
格
取
得
届
』
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

試
用
期
間
で
あ
っ
て
も
加
入
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
届
け
出

が
必
要
で
す
。
被
扶
養
者
が
い
る

場
合
は「
被
扶
養
者
（
異
動
）
届
」

も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
が
退
職
し
た
と
き

　
　
『
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
』
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
場
合
は
、本
人
・
家
族
の

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、高
齢
受

給
者
証
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
等
の
た
め
添
付
で
き
な
い
場
合
は
、

「
健
康
保
険
被
保
険
者
証
回
収
不
能
・
滅
失

届
」の
提
出
も
し
く
は
、添
付
で
き
な
い
理

由
を「
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
」の
備
考
欄

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

■
採
用
ま
た
は
退
職
が
70
歳
以
上

の
と
き

　
　

70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
18
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）に
つ

い
て
は
、「
被
保
険
者
資
格
届
出
」

と
あ
わ
せ
て
『
70
歳
以
上
被
用
者

該
当
・
不
該
当
届
』を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
の
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き

　
　
『
被
保
険
者
住
所
変
更
届
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
配
偶
者

を
扶
養
し
て
い
る
場
合
は
、
被
扶

養
配
偶
者
欄
に
も
記
入
が
必
要

で
す
。

■
被
扶
養
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

　
　

被
扶
養
者
の
追
加
・
削
除
等
に

つ
い
て
、『
被
扶
養
者
（
異
動
）
届
』

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
被
扶
養

者
を
追
加
す
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
所
得
・
生
計
維
持
関
係
・
身
分

関
係
の
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
被
扶
養
者

を
削
除
す
る
場
合
は
、
削
除
す
る

被
扶
養
者
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

■
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　http
://w
w
w
/ne
nkin.g

o
.jp
/

　
　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
10
年
間
、「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係

る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
」に
基
づ
き
、個
人
住
民
税
の

均
等
割
額
が
県
民
税
、
市
民
税
と

も
に
そ
れ
ぞ
れ
500
円
ず
つ
引
き
上

げ
ら
れ
、次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
。

▼
改
正
前

　　

市
民
税　
３
，０
０
０
円

　　

県
民
税　
１
，５
０
０
円

　　

合
計　　　
４
，５
０
０
円

▼
改
正
後

　　

市
民
税　
３
，５
０
０
円

　　

県
民
税　
２
，０
０
０
円

　　

合
計　　　
５
，５
０
０
円

　
　

皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
税
金

を
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
に
活
用
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

市
役
所
税
務
収
納
課

「
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
に
つ
い
て
ご
意
見
募
集
し
ま
す
!!
（
5
月
号
）
」
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。　

↓

広

報

へ

の

ご

意

見

↓　

20
年
後
と
い
え
ば
、
私
は
85
歳
で
す
が
な
ぜ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
精
い
っ
ぱ
い
長
生
き
も
し
て
…
協
力
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

C
相 談

counseling

相 談

※試験はいずれも１０時から

　　　　　　　申請書（農林課・香南地区猟友会・県鳥獣対策

課で配布）、手数料、写真、医師の診断書（または銃所持許可証

の写し）、受験票用のはがき

　狩猟に興味のある方、また農林業被害で

お困りの方を対象に、平成２６年度狩猟免許

試験を下記の日程で開催します。

●補助対象者

　狩猟免許取得後は香南地区猟友会に入

会し、市内の有害鳥獣捕獲に従事するこ

とができる方。

●補助対象経費・補助限度額

①狩猟免許取得事前初心者講習会／狩猟

免許試験合格者１人につき ７，０００円以内

②猟銃所持許可申請に係る射撃教習受講

料／射撃教習修了者１人につき ３７，０００円以内

※ただし、猟銃所持許可更新のための射撃教習

受講希望者でない方

●申請書類等

　●　補助金交付申請書（農林課にあります）

　●　①は講習会申込書の写し（講習会の申込

みは香南地区猟友会へ）

　※講習会は試験日の約１週間前に開催

　●　②は講習修了証明書・教習資格認定証・

猟銃等火薬類等譲受許可証の写し

　●　印鑑

※いずれも受講しようとする日の１０日前までに

農林課へ申請してください

【問い合わせ】　市役所農林課　５７-７５１７

日　程 試験を行う免許の種類 会　場

６／１４（土） 第一種猟銃・第二種猟銃

６／１５（日） わな猟

田野町ふれあいセンター

安芸郡田野町１４５６-４２
０８８７-３８-２５１１

６／２８（土） 第一種猟銃・第二種猟銃

６／２９（日） わな猟

四万十市立中央公民館

四万十市右山五月町８-２２
０８８０-３４-７３１１

７／１３（日） わな猟

８／２４（日） わな猟・網猟

８／２３（土） 第一種猟銃・第二種猟銃

高知県立大学
（池キャンパス）

高知市池２７５１-１
０８８-８４７-８７００

狩猟免許試験のご案内

◆申請書類等

◆試験日程

　　●　初心者／５，２００円　　　　●　一部免除者／３，９００円◆手数料

　　　　　　　申請書類等を受験しようとする試験日の１０日前

までに（必着）、高知県鳥獣対策課または高知県猟友会へ提出。

県鳥獣対策課 ０８８-８２３-９０４２
香南地区猟友会 ５６-０５９８

◆申込み方法

◆問い合わせ

　有害鳥獣被害でお困りの方で、狩猟免

許を取得したいと思っている方に、市で

は次のような補助制度を設けています。

積極的にご活用ください。

狩 猟 免 許 取 得 補 助 金内国民年金には
独自給付があります！

問い合わせ／／ 市役所市民保険課 ５７-８５０６
または南国年金事務所 ０８８-８６４-１１１１

寡婦年金

付加年金

死亡一時金

【　　　　　　　　　　　　　　　　　】国民年金の第１号被保険者の方には、国民年金から独自の

給付として、寡婦年金、死亡一時金、付加年金等があります。

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

　
　
　
　

厚
生
年
金
保
険
等
の

　
　
　
　

届
け
出
に
つ
い
て

死亡した夫の代わり

に妻に支給

手続きは亡くなった日

から２年以内に!

少しでも年金を

　増やしたい…

第一号被保険者として保険料を納めた期

間（免除期間を含む）が２５年以上ある夫が、

年金を受け取ることなく死亡したとき、残された妻に支給さ

れる年金が「寡婦年金」です。１０年以上婚姻関係のあった

妻に、６０歳から６５歳までの最大５年間支給されます。

　寡婦年金額は、夫が受け取る予定であった老齢基礎年金

の４分の３の金額です。

※ただし、死亡した夫が障害基礎年金を受ける権利を持っていたり、

　　妻が繰り上げの老齢基礎年金を受けていた場合は支給されません

第一号被保険者として保険料を３年以上

（一部納付をした期間の月数は、一部納付の

割合によって計算）納めた人が、年金を受けずに亡くなった

時、生計を共にしていた遺族（家族）へ支給されます。

　保険料を納めた月数に応じて一時金の額が決まっていま

す（１２０,０００円～３２０,０００円）。

※付加保険料を納めた期間が３年以上ある場合は、８,５００円が加算

　　されます。なお、その人の死亡により遺族が遺族基礎年金・寡婦年

　　金の支給を受けられる時は支給されません。

※寡婦年金を受けられる場合は、どちらか一方を選択します

第一号被保険者の方が、月々の国民年金保

険料に月額４００円を上乗せして納めると、将来

受け取る老齢基礎年金に付加年金が加算されます。

◆付加年金額 ＝ ２００円 × 付加年金保険料を納めた月数

※ただし、保険料の免除を受けられている方、国民年金基金に加入

　　している方は付加保険料を納めることはできません

求
職
者
対
象
の
移
動
相
談

英
会
話
サ
ー
ク
ル

海
辺
の
学
校
ヨ
ッ
ト
教
室

T
税 金

T  a  x

税 金

　

防
災
・
減
災
の
た
め
の
個
人
住

　

民
税
均
等
割
額
の
引
き
上
げ

13２０１４.６ 12 ２０１４.６


